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32 +1.8 * C = F
































32 + 1.8 * C = F --- (1)
F C
F = 1.8 * C +32 --- (2) C = (F - 32) * 5/9 --- (3)
(2) (3)
32+1.8*C=F








































































































































































































数とタイプの組合せに相当する。以下はサブジェクトx : : aNumberを書換え実行中に数値
型としてタイプ宣言する規則である。x : : aNumberは規則aNumber :- true@numberを適用
することにより、タイプnumber付きの変数x@numberとなる。
aNumber :- true@number . . . rule with tag
x : : aNumber . . . subject（labeled term）
∇





● 規則はHead :-｛Body｝またはHead :-｛Body｝@Tagの形で表現する。ヘッドとボディは記










aNumber :- true@number . . . rule with tag



















main :-｛t : : aLine ; horiz t｝ …（r1）
aPoint :-｛x : : aNumber; y : : aNumber ; true｝@point …（r2）
aLine :-｛p : : aPoint; q : : aPoint ; true｝@line …（r3）
horiz l@line :-｛l: p : y=l : q : y｝ …（r4）
以下に、上記規則によるt : aLine ; horiz tの書換え過程を示す。
1. t : : aLineの書換え




t : : aLine ==> t : p : : aPoint ; t : q : : aPoint ; true . . . rewrited by（r3）,etc.
［（t , line）］ . . . new type space
2. t : p : : aPoint ; t : q : : aPoint ; true の書換え
t : : Lineの書換え結果t : p : : aPoint ; t : q : : aPoint ; trueは規則（r1）、および規則ライ
ブラリにより、以下のように書き換えられる。（r2）はタグ付き（point）であるから、
前ステップ同様にあらたなタイプ空間が生成される。
t : p : : aPoint ; t : q : : aPoint ; true ==> true . . . rewrited by（r2）,etc.







horiz t@line ==> t : p : y@numvar=t : q : y@numvar . . . rewrited by（r2）,etc.
［（t , line）,（t . p , point）,（t . q , point）,（t . p . x , numvar）,（t . q . x , numvar）］












parameter, compound var, compound parameter）、ガード（parameter with guard）、定数
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表4：規則ライブラリの等式規則
項書き換え系に基づく制約プログラミング言語システムの実現方式について158
1） 実際には、ヘッド、ボディ、タグ、演算子、規則IDなどを1つにまとめた項（‘｛DB-rul｝>>>’（TopOp , SubOp , Head , Body ,

















語のassert, clause, retract, eraseを利用）を行なう。以下では、データベースに登録するデータ
である規則とその登録形式を示す。
表5：ユーザー定義シンタックスとリスト構造シンタックス









































● プリミティブタイプ 1、タイプ 2、 3の継承関係が、 3→ 2→ 1であるとき（ 1は 2








オペレータ名は宣言されたアトム名、型はf 2） fx, fy, xf, yf, xfx, xfy, yfxのいずれか、結合力
は整数値（0＜＿P＜＿1200）で登録する。
● スーパータイプはタイプ名を登録する。
















































































図9は変数a , b , cの解を求める連立方程式である。変数a , b , c の係数は固定値として与えられて
おり、各式をオペレータ（；）によりassertした後、a , b , c のそれぞれの値を求めるものである。
なお、先の例題では、数値nをパラメータとして外部から与えたため、規則と問題は個別に与えた
が、本例題では変数a , b , c の係数を固定値としており、外部からのデータは必要としないため、
問題と規則を同一ボディ内に定義している。
図8：階乗計算プログラムと実行例





“factorial”. fact 1 :-｛ 1 ｝.
#include beep. fact a@constant :-｛ a * fact（a-1）｝.
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（B）連立方程式
書換え手続きの実行例を示す。規則ライブラリとしてシステムで提供されているライブラリ
を用いて、以下の連立方程式に出現する変数a, b, c の解を求める。
main :-｛ 4.6237 * a＋2.6914 * b－3.7517 * c=-1.4023;
-2.4037 * a＋1.0432 * b＋0.7589 * c=-0.3724;
1.0462 * a＋2.0495 * b＋6.3524 * c=-2.4728;
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